
世界で選ばれ続ける「7つの習慣」を大学に！	
～大学生と教職員のための「7つの習慣」　プログラム説明会～	

世界の企業研修で選ばれ続ける「7つの習慣」の大学生向けプログラムのご案内です。	
進学率の上昇と競争緩和の中にあって、目的意識を見いだせないまま大学に進学する学生も少な
くありません。「7つの習慣」を学ぶことによって、目的を持って自分自身で自分の人生を選び取

り、他者と協働してより大きな成果を生み出せるような「人間力」を身に付けることができます。	
正課科目としての導入校の一つである「筑波大学」では、当初、体育専門学群の学生に対して、

リーダーシップやチームワークについて考えるきっかけとするために、春季特別講座として開講
しましたが、2014年から全学共通科目となり、学群を問わず受講できるようになりました。	

　　  10月28日（金）、11月17日（木）、12月19日（月）  　　 各日程共通　16:00～18:00　受付開始15:40～ 　　　　 
　　　 フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社　セミナールーム　 
　　　　　　　　千代田区三番町5-7　精糖会館7階　　　最寄駅「半蔵門」「麹町」「市ヶ谷」 
　 

　　　　　学生の主体性を育て、中退しない学生を育てる「7つの習慣」とは？ 
　　 
　　　　　無料　　定員になり次第、お申し込みを締め切らせていただきます。お早目にお申込みください。 

概要�

開催⽇�

開催時間�

内容�

フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社�

すでに「7つの習慣」を取り入れている大学	

会費�

場所�

■筑波大学　「グローバルリーダー養成講座」　2014年～開講　（正課）	

■産業能率大学　「『7つの習慣』に学ぶリーダーシップ」　2015年～開講　（正課）	

「リーダーとして大切なこと、重要なことが良くわかりました」	

「自分の今までの生活が変わる内容といって 
　間違いない」 

「人生の糧にしようと思った」	

「周囲に影響を与える人になろうと思った」	

「受講するだけで生活が変わる」	

「グローバルとは、ただ語学ができるだけではなく、もっと重要なことを
学んだ」	

「実際に周りの人に変わったと言われる」	

「人としての生き方、考え方を変えていただきました」	

「そもそもリーダーシップは団体に一人ではなく、みんなが持っていて良
いもので、一人の人間をつくりあげる上で、すごく役立つと思う」	

≪受講生の声≫ 



お申込み  http://www.edu-franklincovey.jp/�
上記にアクセスし、必要事項をご記⼊のうえお申し込みください。�
お申込完了のメールが⾃動的に届きます。�
定員になり次第、締め切らせていただきますので、お早⽬にお申込みください。なお、お申し込み後
にキャンセルされる場合には、⼤変お⼿数ですが、お電話、もしくはメールにてご連絡ください。�

※お客様の個人情報を教育・小売・出版事業におけるサービスの提供、商品の発送、アフターサービス、商品・サービスに関するお知ら　 
　　せ、新商品開発、サービス向上、各種イベント・キャンペーン等のお知らせのために利用いたします。	

フランクリン・コヴィー・ジャパン株式会社　　エデュケーション・チーム	
東京都千代田区三番町５－７　精糖会館７F  	
E-mail::　education@franklincovey.co.jp	

お問い合わせ先	

03-3237-7772	

  書籍『7つの習慣』をベースとした研修プログラムを開発。	
  世界中に46の拠点を置き、147ヶ国で事業を展開。ニューヨーク証券取引所に上場。	
フォーチュン100の企業のうち90％、フォーチュン500の企業のうち75％以上の企業に
サービスを提供。	

  日本国内の企業研修実績は総受講者20万人以上、実施企業3,500社以上。	
  企業だけではなく、小中高大学での教職員向け研修、学生向けの研修実績多数。	

フランクリン・コヴィー社について	

大学での主な導入実績（学生だけではなく、職員対象の研修も実績あり）	

筑波大学での導入事例	

2012年、2013年に�
「体育専⾨学群春季講座」として開講�
筑波⼤学体育専⾨学群春季講座�
講座名�
〜⾃⼰リーダーシップ養成講座〜�
「７つの習慣」で真のリーダーとなる�

2014年から�
「全学共通基礎科⽬⾃由科⽬」として開講�
講座名�
「グローバルリーダー養成講座」�

体育専門学群で受講した学生の声�
●「チームワーク向上に役立つ」という意見�

•  チームワークを高める上で、とても素晴らしいと感じた。�
•  チームワークが大事なので、意見の共有といった面でそ
れをまとめられる能力が身に付いたと思う。�

•  メンタル向上だけでなく、チームとしてのあり方にも役
に立つと思う。�

�
●「自身の精神面向上に役立つ」という意見�

•  能力だけでなく精神も鍛える必要性が見えた。�
•  主体的にやることは競技においても重要だと思う。�
•  何となくなまけてしまいそうなときに、自分に鞭打つこ
とができると思う。�

•  自分の弱かったところや、足りなかったところがわかっ
た。�

�


